
女性の起業支援事業 【島根県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ２,６４５ 千円

交付金額 １,７３３ 千円

事業番号 １

①中山間地域が多く、県内企業の99.9%が中小企業で、小規模企業の割
合が高い。
②女性の就労意欲は高く、有業の女性は多いが、女性は働き続けにくいと
感じており、夫の家事・育児時間も女性に比べ少ないため、女性に負担が
かかっている。また、女性の管理職への昇進意欲は低い。
③県内全域で、企業において女性の活躍推進のための取組が進んでいる
とは言い難く、経営者、管理職等と女性のとの間に意識の乖離がある。
④県内の有効求人倍率は全国に比べ高く、人手不足が深刻な状況にある。

・様々な理由で自らの希望に沿った働き方ができていない女性等を対象に、
以下の交流会・セミナーを通じて、多様な働き方に関する情報提供を行うと
ともに、起業に関心のある女性の掘り起こし・起業マインドの醸成を図り、創
業支援機関（よろず支援拠点など）への相談に繋げる取組を実施した。
・各回終了後に希望者に個別相談にてフォローアップを実施。また連続セミ
ナーの最終回にはビジネスプラン発表会を開催。創業支援機関（しまね産
業振興財団、島根県信用保証協会、日本政策金融公庫）による講評を実
施し、相談ブースも設け、支援機関へ繋いだ。

・交流会、セミナーの実施により、起業につながる具体的な行動（ビジネス
プラン策定や融資相談等）へつながった。
・連続セミナー参加者のうち、セミナー終了後に支援機関へ相談したのは
５名。

・育児・介護などとの両立や就職氷河期の影響など様々な理由で自らの
希望に沿った働き方ができていない女性を対象に、起業を含めた多様
な働き方について紹介し、自分の生活スタイルにあった就労に繋げる。
【事業目標と達成状況】
・交流会・セミナー延べ参加者数：延べ50人 →延べ50人
・上記参加者のうち、支援機関への相談に繋がった件数：５人 →５人

【しまね働く女性きらめき応援会議】
［経済団体］ 商工会議所・商工会連合会、中小企業団体中央会、

経営者協会、経済同友会 他
［農林水産団体］ ＪＡ 、森林組合 他
［労働団体］ 連合島根、連合島根女性委員会
［女性団体］ 連合婦人会、21世紀職業財団、栄養士会、看護協会、

保育協議会 他
［教育機関］ 島根大学、島根県立大学、松江高専
［学識経験者］［行政］ など

・起業や副業など多様な働き方について紹介することで、自分の生活に
あった就労につながることが期待できるが、「働き続けやすい」と感じる女
性の割合は約４割など、取組は十分ではなく、継続して幅広い多様な働き
方を紹介し支援につなげていく必要がある。
・さらなる女性活躍を進めていくためには、女性の就労支援を継続して実
施し、女性が結婚・出産を迎えても離職することがないように、企業におけ
る子育てへの意識を高め、男性の家事・育児分担を促進する取組を継続
して実施する必要がある。



事業の概要

〈女性の起業支援事業〉

【先輩起業家とのスモールステップ交流会】

・起業に興味・関心のある方等を対象に、先輩女性起業家か
らの実体験を聞くことで、起業マインドの醸成を図った。
・県東部・西部それぞれ1回ずつ交流会を実施、
オンライン個別相談会も実施
・参加者合計45名

参加者の感想

・起業に向けたモチベーションが高まっ
た。

・専業にするのではなく副業的に起業し
ている方等、身近に感じられる方の事
例だったため、より興味を持って参加す
ることができた。

・資金面等、起業をするにあたっての具
体的な準備等をより知りたくなった。

・より具体的に起業を検討したい方等を対象に、実践的な連続
セミナーを開催し、支援機関への具体的な起業相談へ繋げた。
・全4回の講座および3回オンライン個別相談会を実施
・参加者合計50名

連続セミナー【起業のためのミニ創業塾】
参加者の感想

・セミナーを通して子育てをしながらでも
様々な挑戦をしている方がたくさんいる
ことが分かり、心強かった。
・4回のセミナーを通し、起業への自分

の考えや思いをより整理することができ
た。

・参加者同士のつながりや、講師・支援
機関を含めた関係者との関係性を構築
でき、困った時の相談先を持つことがで
きた。
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